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CorneilleのDon Sanche d Aragonについて

付　　sォ　　viH At-

(序)

本論では、 P.Corneilleの英雄喜劇と銘うたれた作品㌘ Don Sanche

dAragon ≫を通じて、彼の政治的立場更に広く言うなら世界観の一端が、

どのような形で作品に反映しているかを検討する。

一章では、まずMazarinと作者の関係に触れる。次に、作者のMazarin

-の親近感が、フロンドの乱時代の幾つかの史実を、作品中に登場させる

結果になったことを明らかにする。二章では、 <DonSanched'Aragon≫

に典型的に現れる、法服貴族としてのCome山Cの但界観を分析する。

( I )

<Don Sanche d'Aragon≫の初演月日には、 Corneilleの多くの作品が

そうであるように、不明瞭な点が多い1650年4月11日に放ivil6geを受

け、同年5月14日に印刷を完了しているから、初演は当然これ以前である。

だが、どの時点まで謝るべきかは判断が別れる。

初演時が問題になる理由の一つは、作者が、この作品は当初輝しい成功

を収めたにもかかわらず、或る有力な人物の意に叶わなかったため、失敗

に終ったと述べている点にある。

≪Elle eut d'abord grand eclat sur le theatre, mais une dis-

grace particuliere fit avorter toute sa bonne fortune. Le

refus d'un illustre suffrage dissipa les applaudissements
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que le public lui avait donnes trop liberalement, et aneantit

si bien tous les arrets que Paris et le reste de la Cour avaient

prononces en sa faveur qu'au bout de quelque temps elle

se trouva releguee dans les provinces, oh elle conserve

encore son premier lustre. >

宅Don Sanched'Aragon≫に敵意を示し、その意向一つで作品の成否を

決することができた宮廷の有力者とは誰だったのか1722年Bailletは

≪ Jugements des savants ≫の中で、 IaMonnoyeの証言を引用して、
2)

Conde大公( Louis de Bourbon, prince de Conde )の名を挙げているo

ところで、後に述べるように、 Conde大公は50年1月18日に逮捕され、以

後13ケ月をVincennesの牢獄で過しているから、宅Don Sanche d'Aragon〉

の初演が、それ以後なら、作品に異議をさしはさむことができなかったは

ずだ。一万、 19位紀になって、 Frangois de Neufchateauが、王妃Anne

d'AutricheとMazarinこそ、作品を不成卿こ終らせた張本人であるという

仮設を提出した。清教徒革命の波及を懸念する彼らは、 DonSancheがク

ロムウェルを連想させることに不安を抱いたのである。だが、この説はあ

くまで仮説であって、真づけに欠け3)

我々は、 G. Coutonの綿密な実証に従いながら、以下問題の人物がCon-

dd大公であり、従って初演時は抑年1月初旬であることを明らかにしたい=

この解明は、必然的にCorneilleとMazarinの関係に焦点をあてることを

意味する。そして、両者の関係の解明と、作品への影響こそ、本論の主要

なテーマの一つであることを改めて付言しておく。

*　**　****

1642年のRichelieuの没後、宰相の地位についたMazarinは、前任者程

文芸の良さ保護者ではなかった　Naudeの宅　Mascurat ≫ (正式の題名

は≪ Jugement de tout ce qui a 6te imprim6 contre le cardinal Mazarin

depuis le 6 Janvierjusqu'えIa declaration du ler avril 1649 ≫は、 Mazarin
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が文人に保護を与えなかったため非難されていたこと、 Naudeにしても、

Mazarinを高歯の非難から擁護するのは容易でなかったことを、伝えてい
4)

る。

そのMazannも、 Corneilleには格別の好意を示したようだ　Naudeに

よれば、 Comeilleは、 43年に100 pistolesの年金を、 Mazarinから授か

っている。このためCorneilleは、 43年末か44年始めに書かれたIRemer-

element A M. deCardinalMazarin ≫中で、彼の悲劇の古代ローマの英雄

達( Horace,Auguste,Pompee )に宰相をたとえながら、おおげさに謝意

を表しているO 44年の;LaMortdePompee≫の献辞も、 Mazarinに捧げ

られた。

故ルイ十三位を称えtz i Les Triomphes de Louis le Juste ≫が49年に出

版された。王の銅版彫刻師Valdorを中心として進められた作業の中で、

Corneilleは、前王の偉業を示す版画に添えられた6行詩の作成にあたっ

ている。出版に占めるCorneilleの責任は、非常に重いものであったらL

l¥>　ところで、 6行詩の1つは、ルイ十三位と直接関係のない事件にあて

られている1630年Mazarinの名を一躍高からしめた≪raffaire.de Casal多

がそれである。フランス軍とスペイン軍が対峠して、銃弾の飛びかう中を、

MaZarinは教皇特使としてただ一騎、両軍の間に割って入り、見事戦闘を

wEBm.

< Lorsque Mars se prepare丘tout couvnr de morts,

Un illustre Romain etouffe ses discords,

En depit des fureurs en deux camps allume'es.

En ce moment五craindre il remplit nos souhaits ;

Et se montrant tout seul plus fort que deux arm6es,

Dans le champ de bata止Ie il fait naitre la paix. >

Come山e　とMazarinの結びつきを最も良く示しているのは、 Comeille

がED年2月にノルマンディm検事( procureur des Etats de Normandie)

に任命されたことであろう。
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パリに始まった第一次フロンドはノルマンディにも波及して、 411総督

Longueville公は、ルーアンの高等法院と結んで王権に抵抗した。パリ苗

等法院と王権の和解がRueilで成立した直後の49年4月、ルーアンでもフ

ロンド輝とマザラン派の問に一応平和が訪れる。しかし50年1月Mazarin

は、ロクロワの戦いにおける国民的英雄であり、第一次フロンドの解決に

も功績のあったConde大公と、その弟Conti公及び彼らの義兄にあたる

Longueville公を逮捕する。フランス貴族名門中の名門に属する彼ら一族

の不穏な動きは、 Mazarinの政権の座を危うくするものであったからだ。

第2次フロンドの発端となるこの事件の後、 Longueville公夫人は反乱を

扇動する意図でルーアンに赴くが失敗し、 Pays・Basに逃れる。ノルマンデ

ィが反乱の拠点となることを恐れたMa乙∬inは、若きルイ十四世と、その

母摂政Anne d'Autricheと共に、 2月ルーアンを訪れる。 Longueville泥

で地方の要職にあった人々はただちに髄免され、 Mazarinの信頼厚い人物

が、後任にあたった　Cornefileが、 ≪有百的ゝつ、その忠誠心及び敬愛の

,鍋に疑いなしとされて、ノルマンディ州検事に就任しT=のは、このよう

な事情からである。

以上の事実からして、 1650年の時点でCorneilleが、政治的にMaza血

に近い立場にあったことは、ほぼ間違いないであろう。以下、彼のこの立

場が、 <DonSanche d'Aragon≫にどのように反映されているかを検討し

ていく。

・t* 3|C ?|C 2JC JJC ?|C 3p

まず㌘Don Sanche d'Aragon ≫のあら筋を、 CorneilleのArgumentに

従って、たどってみる。

-Aragonの王DonFernardは、伯爵Don Garcieの謀叛によりEgを追
l

われる。その頃、王妃DonneLSonorは、 don Sancheと呼ばれる息子を

生んだ。王は謀坂入の残虐な追求を恐れて、息子を腹心の部下don Ray-

mondに泣致させる。 donRaymondは、赤ん坊をなくした漁夫の妻に、
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don Sancheの養育を委ねるが、子供の素性は明さない。ただ、小さな宝

石箱を与えて、いつの日か、それをdon Sancheの手から、 Aragon王と

王妃に献上させるよう言い残す。戦場から戻った漁夫は、 donSancheを

我が子と信じて育てる。王妃は、宝石箱の秘密以外、息子の行方を知らさ

れなかった。彼女が執劫に尋ねるので、 Don Fernardは最後にdonSanche

は死んだと、偽りの答をする01その後DonFemardは、 Don Garcieとの

劣勢な戦いを挽回できぬまま死ぬ。王妃は、夫の過言に従い、 Castilleに

亡命して、 don Sancheの妹donne Elvireを生む。一方、王子donSanche

は己れを漁夫の息子と信じたまま、 16の年に親許を出奔し、 Cast止1e王の

軍に身を投じる　Castilleはモール人を相手に、激しい戦いの最中に奉っ

た。卑しい素性を知られまいとして、彼は、育て親がつけたSancheとい

う名を捨て、 Carlosと名乗る。この偽名の下に、彼は数々の驚くべき武勲_

をたて、 donAlphonse王に重んじられるo彼は戦闘の際、王の翁を救う。

しかし、彼の勲功に報いる前に、王は急死し、後には王の妹で、王位継承

者のdonne Isabelleと、 Aragonの王女donne ElvireのこCarlosへの熱い

眼差だけが残された　Carlosの武勲を感嘆する余り、二人共彼を愛するよ

うになったのだが、彼女達の生れの高貴さ故に、この変はおし隠されて日

の目をみない。彼も又、二人に対し情熱を燃していた。ところで、 Castille

の大貴族達は、近隣にdonne fsabelleと結婚し得るほどの王がいなかった

から、競ってその座を争った。そのため、内戦が生じかねない情勢になっ

た。不幸を避けるため、 donneIsabelleは夫の選択を迫られる。彼女は、

あらかじめ適任と思われる三人の候補を選ばせた後、そのなかに彼女の意

に通う者があれば結婚すると、約束する。三人の候補に、 don Manrique

de Lare, don Lope de Gusman, don Alvar de Luneが選ばれる　donAlvar

はdonne Elvireを変していたが、指名の名誉を放棄するなら、女王を侮辱す

ることになると思ったのである　donGarcieと、息子donRamireの暴政

に悩まされていtz Aragonの民衆は、彼らをSaragosseから追放する。

Jacaの砦に技らを包囲する一方、 Castilleに亡命した女王達に帰国を要請
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するO二人の暴君はJaca攻略の最中に殺される。彼らが6年釆Jacaの地で

捕虜としていたdonRaymondは、民衆に彼らの王don Sancheの生存を

知らせる。その後彼は、育ての父の漁夫が、 don Sancheを探しにCastille

に向かったことを知り、~後を追う　donRaymondがCastilleに到着して、

Carlosの身許が判明する　donne Isabelleは、三人の候補者の同志を得て、

don Sancheと結婚し、 donne ElvireもdonAlvarと結ばれる。-

≪ Don Sanche d'Aragon≫のsourcesとして、 Corneilleは2つの作品

を挙げているO　スペイン喜劇≪ Palacio confuso ≫と、 Juvenelの小説

宅D。n Pelage 。u Pentree des Maures en Espagne≫であ」前者からは

;Don Sanche d'Aragon≫の一幕の構想を得た。つまり、女王が臣下の中

から夫を選ばねはならぬという設定。この席で、成り上り者の兵士が、貴

族にだけ許されている着席の権利を要求する.貴族達が拒否すると、彼は、

自分は偶々漁夫に育てられただけであると言って、輝しい武勇の数々を披

産する。女王が彼に着席を許し、貴族に叙する。更に夫の選択を彼に委ね

る等々。

Juvenelの小説からは、主として五幕で明らかになる主人公の数奇な境

遇を信用している。敵の報復を恐れる女王は、生れたばかりの王子を、密

かに百姓女に養育させる。素性を知らぬ王子は、 13の年に親許を出奔し、

CharlesMartelの軍で武勲をたてる。その結果領主に出世し、王女にも恋

するが、或る日年老いた農夫が、並居る宮廷人の前で、彼を抱擁したため、

卑しい身分が暴露される。 Tfが、昔王子を百姓女に預けた部下が、運よく

彼の出生の秘密を明らかにし、彼は恋する王女と結婚する。

しかし、 iDon Sanche d'Aragon≫に描かれる個々の事件に、具体的材

料を提供したのは、何より、 Corneilleの目の前で展開されていた政争そ

のものと言えそうである。又、作品の但俗的成功を妨げた人物の謎を解く

鍵も、この点にあろう。

当時の観客がCarlosを見て、まず念頭に浮かべる人物は誰であろうか。

低い社会的地位から異例の出仕をとげ、王妃との関係を噂されている人物。



CorneilleのDon Sanche D'Aragonについて　　　　　　257

それは宰相Mazarillに他ならない1649年末頃、反Mazarin派が飛ばした

パンフレット(mazarinade)の主要な攻撃テーマは、彼の出生の暖疎さに

あったo海賊の息子ともシシリアの漁夫の息子とも、或いは修道僧の私生

児の血をひく者とも、噂された。これに対しMazarin陣営は、確たる反証

を挙げることができなかっtz<

Mazarinと王妃Anne d'Autricheの関係についても、第一次フロンド

( 1648-49 )の頃、露骨な謁刺文が相次いだ。彼らは、秘密結婚(manage

de conscience )によって結ばれていると、考えられていた。 49年7月パ

リ市民の耳目をそばだたせる事件が生じたO. Morlotなる人物が、彼の発

表したこの種の作品のために逮捕,死刑を宣告されたO　ところが,刑場へ

運行する途中、暴徒が輸送車を襲い、彼を泣致したのである。

La R。chef。ucauldの≪ Mem。ires ≫にもある通f)¥ C。nde大公派は、

人々の問に反王妃、反Mazarinの感情を煽りたてるため、当然このような

スキャンダルを利用した。

≪ Don Sanche d'Aragon≫でCarlosが、 Donne Isabelleに向って、自分

は.彼女を愛すると共に女王として尊敬している。もし彼女が身分を忘れ、

卑しい自分を愛するなら、彼女に対する敬意は薄れ、同時に愛も終るだろ

うと、述べる件がある。　　　　　　　　　　　　　　　し

<Je vous aime, Madame, et vous estime en reine,

Et quandj'aurais des feux dignes de votre haine,

Si votreむTie, sensible A ces indignes feux,

Se pouvait oublier jusqu'丘souffrir mes voeux,

Si par quelque malheur queje ne puis comprendre,

Du trone jusquえmoije la voyais descendre,

Commenjant aussit∂t丘vous moins estimer,

Je cesserais sans doute aussi de v。us ah sJ!ゝ

敬意に基づく愛という、 Corneille劇の陳腐なテーマが繰り返されてい

るだけのように見えるが、これを当時の観客が恐らくそうしたように、
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CarlosをMazarin, Donne IsabelleをAnne d'Autricheに置き代えて眺め

る時、舞台は特殊な意味を帯びてくる。中傷(?)に汚された王妃と宰相の関

係を、 Mazarinに見立てられた主人公の口を通して、プラトニックな節度

あるものとして示すことにより、観客の共感を彼らの側に引きよせそうと

する意図が、見受けられるのであるO　宅Don Sanched'Aragon≫が、Maza-

rinのための強力な弁明の書としての性格を持ち得る所以の一つが、ここ

にある。

では、第二次フロンドにおけるMazarinの最大の敵手、 Conde大公の姿

が、何らかの形で作品に投影されていないだろうか。

Conde大公一門が、公然と王権に敵対しているという口実を与える出来

事が、 1649年12月に生じた　duedeRichelieuとMmede Ponsの結婚

がそれである.婚姻は、 Longueville公夫人の肝いりで進められ、 Conde

大公自らが彼らを祝福した。夫人の目的は、この結婚により、 Le Havre

を自己の支配下に置くことであった、と言われ12)

これ以前、ルイ十三世の治位に、王弟Gaston d'OrteansとLorraineの王

女の婚姻の有効性をめぐって、法曹家の問に論争が生じた.当時、ルイ.+

四蜘ま末だ誕生しておらず、 Gaston d'Orleansは最有力の王位継承者とみ

なされていただけに、問題は深刻をきわめた。結局、婚姻は無効であると

いう結論に達する.理由は、王侯、大貴族は国王の同意を得ずして、婚姻

関係を結ぶことができないと判断されたからであ」

従って、 5)年1月の前月に行われたduede RichelieuとMme de Pons

の結婚は、過去の事例からして、 MazarinにConde大公逮捕の絶好の口実

を提供することになった。

4Don Sanche d'Aragon≫にも、王の同意を得ない、大貴族間の婚姻が

描かれている。 3幕4場でDonne Isabelleが、彼女の求婚者で大貴族の

DonManriqueとDon Lopeに、彼らの姉妹をCarlosと結婚させるよう要

求する。二人はこ.れを拒絶する。というのは、彼らのいずれが女王の夫に

選ばれるにしろ、選にもれたもう一方は、新しい王の姉妹と縁組を結ぶこ



CorneilleのDon Sanche d'Aragonについて 259

とにより、王家と姻戚関係に入る密約を結んでいたからである。この事実

を知った女王は、臣下である彼らが、意のままに姉妹の縁組を決めること

は、王権への侵害になると憤る。

< Et ne savez-vous point qu'etant ce que vous etes,

Vos sceurs, par consequent, mes premi色res sujettes,

Les donner sans mon ordre, et meme malgre moi,　　　′

C'est dans mon propre Etat m'oser faire la loi? ^>

劇の最終部分を除いて、常にCarlosの仇役として終始する倣岸な大貴族

の彼らが、とりわけConde大公を連想させるのは、この結婚密約の件であ

る。それは,上浜直前に生じた事件の思い出につながるものであった。

以上述べた事実からして、 ≪Don Sanched'Aragoll≫には、 Mazarin擁

護の意図が秘められており、それがConde大公を怒らせたのでないかと、

推測できる。つまり、冒頭に述べた≪DonSanched'Aragon≫に敵意を示

した有力者とは、 Conde大公に他ならず、従って作品の初演時は、 duede

RichelieuとMme de Ponsの結婚から、 Conde大公逮捕の問、恐らく50

年1月初旬と考えられる。

(1)

≪Don Sanche d'Aragon ≫で明らかになった、 CorneilleのMazarin擁臥、

言い代えるなら、 Conde大公ら旧貴族勢力に比して、王権へ示された共感

は、彼の出身階級のイデオロギーをぬきにして、理解できないであろうo

Goldmannは≪ Le Dieu cache ≫の中で、 Racineの悲劇を彼の階級、つま

りジャンセニスムに走った法服寅族の悲劇的意識の表現と、捉えtz。 Dort

はGoldmannの観点を踏襲し、 Corneilleの三十数編にのぼる作品の変遷が、

法服貴族が体験した絶対王政への期待と幻滅の過程を、勿論ジャンセニス

ムと異っT=立場からであるが、体現していると考えT='竺

法服貴族とは、中位以来の伝統を持つ武家貴族又は旧貴族( noblesse

d'epJe)に対して、財力を背員に官戯( office )を買いとり、司法、行政
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機構で重要な役割を果した、新興のブルジョワ官僚階級( ofncier )をさ

すO彼らの上層部は、宮綴購入によって身分的にもfi族とみなされた。こ

の階級の社会的上昇は16世紀に始まる。王権が封建諸辰に対抗して、ブル

ジョワを登用する過程で、彼らは完官の自由、宮院の世製を利用して、有

力な家系を形成していく。高等法院勢力がその頂点に位置した。だが、1630

年頃から、王権は、 officier屑擁護から勢力抑制-と政舞転換を始める。

旧貴族の脅威が薄れるにつれ、強大になり過ぎたこの階級が、絶対王政碇

立の障害と映ったからである。宰相Richelieuのとった政策の一つは、地

方監察官( intendant )等、完官によらぬ国王直轄官僚( commissaire )

制を強化することによって、法服貴族の弱体化を図ることであっTlT

我々の知る得る限り、 Comeilleの家系は、祖父の代からノ.V‥アンに定

着した保有官僚( officier )層に属する。祖父はノルマンディ高等法院の、

大法官法廷付き主任検査官( conseiller rdferendaire A Ia chancellerie )で

あり、 1584年には、後にとorneille　が誕生することになるruedelaPieの

屋敷を買い取る。父も又、ルーアン子爵領治水山林事務官( Maitre des

Eauxet Foretsenlavicomte de Rouen )の職を勤める一方、ル-アン近

郊のPetit-Couronneに土地を入手して、別荘を建てている。叔父、大叔父

らも同様な法職にあった。 Corneille自身、ジェズイットの学院で学業を

終えた後、 1624年にルーアンの高等法院で弁護士( avocat)としての資格

を得る。 28年には、治水山林監督官( avocat du roiausiege des Eaux et

Forets)と海事審判所主任監督官( premier avocat du roi en l'amiraute

de France )の二つの官職を買い与えられる。更に37年、恐らく≪LeCid≫

の成功に報いる意味で、 Corneilleの父に貴族の位が授けられ18)

このようにCorneilleは、ー歴史のある段階まで王権と蜜月関係にあって、

王に忠誠を尽くす一万、-自らもブルジョワから貴族-上昇していった典型

的なofficierの階級に属している.

Corneilleの王権に対する信頼の念は、特に:LeCid≫( 1637)から

宅Cinna≫( 1642)に至る、言わゆる傑作期の悲劇に顕著に現われる。
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Le Cid≫のRodrigueが、父の恥辱をそそいだために、恋人のChim色ne

から仇とねらわれ、義務と愛情の間に解決不可能なジレンマが生じた時、

劇をハッピー・エンドに導くのは、王DonFernandである　Chimとneの名

誉を汚すことなく、彼らの恋を成就させようとするDonFernandは、この

粒で正義を行う者が不幸に陥ることを許さない.慈父のごとき君主の姿を

代表している　　Horace　≫の主人公が、祖国を呪う妹Camilleを殺した

際、彼の武勇と愛国J山こ免じて、肉親殺しの弾劾から彼を守り、生きるこ

とを金ずるのも、ローマ王Tulleである。 ≪Cinna ≫の場合は、 Auguste

が皇帝であると同時に、劇中のherosでもある点で、君主への最上の賛歌

を奏でる作品となっている。彼を仇とねらうEmilieと恋人Cinnaを、苦悩

の末、許す時、寛容さを備えた理想的君主像が里示される。

<Je suis maitre de moi comme de l'univers,,

Je le suis ;je veux l'etre. 0 siecles, 6 m血Ioire,

Conservez a jamais ma derntere victoire !

Je triomphe aujourd hui du plus juste courroux

De qui le souvenir puisse aller jusqu'A VOUiB

<Don SaJiched'Aragon≫の場合、既に述べた如く、作品と史実との関

連を知る者にとって、作品がMazarinとAnne d'Autricheの関係を擁護す

る役割を負うていたことが明らかであり、その意味で作者の絶対王政支持

を読みとることが出来よう。ただ、ここでは、 ≪Cinna≫までに見られた、

全能の調停者としての君主は姿を消している　DonneIsabelleは、彼女の

志に適わぬ三人の宗族のうちから婿を選ばねは、王位に留まれぬというハ

ンディキャップを負った、弱い王である。彼女がCarlosと結ばれるには、

実はCarlos自身が王位継承者であるという、まったくの偶然を必要とした。

≪DonSanched'Aragon≫を待つまでもなく、　Polyeucte ≫( 1642-

43)以後、善を体現する全能の君主は、二度と登場しなくなっている。

Pompeeの死を知った際のCesarの寛大きは、彼の一瞬の表情が暴露した

如く、背後に働く打算によって汚されてい20)同じく;LamortdePomL
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pie ≫のPtolomeeや、 ≪Theodore≫のValensは、第三者の意志に左右

きれる塊儲君主にすぎない: Rodogune ≫のCteopatreや、 ≪Heraclius≫

のPhocasに至っては、善と正反対の存在である。このような君主像の変

化は、一つには作者の年令が、人間一般について、かって程の楽天的見方

を許さなくなったという事情もあろうが、又、巨視的な歴史の変遷が、個

人の意識にただちに作用するものでないとしたら、彼の内に、ようやく、

絶対君主が必ずしも彼の屈する階級の良き保護者ではないという疑念が、

生じ始めた証拠ともとれよう。

4Don Sanche d'Aragon≫で、 Come止leの出身階級のイデオロギーが、

とりわけ鮮明に浮きはりされるのは、 Carlosと旧貴族(noblesse(Tepee)

との対立においてである。

Noblesse d'epeeを代表するDon ManriqueやDon Lopeの思想は、次

のように要約できる。偉大さは、すべて血の内に起源を持っている。高貴

な品性、勇敢な精神は代々親から子へ伝えられる。英雄的行為は、神聖な

血統の具現化であり、結果にすぎない。かくて、自由意志が行為を実現す

る余地は消滅し、勇気等の美徳は、王侯貴族の退伝による占有物というこ

とになる　CarlosがAragonの王子であるという噂が流れると、態度を一

変させて、 Carlosの美点のすべてを、血統によって説明しようとするのも、

こうした彼らの迷妄に近い信念に基づいている。

宅Tant de心aleur me"rite une source plus belle.ら

<^Non, le fils d'un pecheur ne parle point ainsi, ( - - -)

Je le soutiens, Carlos, vous n'etes point son fils :

Lajustice du ciel ne peut Pavoir permis. ら

更に、彼らの遺伝学的決定論は、行為をなさしめる原因としての血統を

重んじる余り、家柄の全面的尊重に達する。つまり、名門の血が、当事者

にそれにふさわしい行為を行わしめぬ場合でも、依然として彼は尊重され

ねばならない。逆に行為が、卑しい階級の者によって行われれば、その行

為がどれほど偉大でも、貴族の軽蔑を免れる~ことはできない　DonLope
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がCarlosに.着席を拒むのは、まさにこの理由による。

ォ^Mais enfin la valeur, sans l'eclat de la race,

N'eut jamais aucun droit d'occuper cette place.ら

この典型的な封建思憩に対し、 Carlosは新興のブルジョワ階級にふさわ

しい信念を披歴して、応酬するo

<Se pare quivoudra des noms de ses aieux :

Moi, je ne veux porter que moi-meme en tous Ueux,

Je ne veux rien devoir A ceux qui m'ont fait naitre,

Et suis assez connu sans les faire connaitre..

Mais pour en quelque sorte obeir五vos lois,

Seigneur, pour mes parents je nomme mes exploits :

Ma valeur est ma race, et mon bras est mon p」re. >

自分達と一諸に着席したいのなら、両親の名を言ってみろと、 Carlosを

鳴る大貴族達に対し、彼は、 i祖先の名で自らを飾りたてたい者は、そう

するがいい。私は常に自分自身だけで十分なのであり、自分を生んでくれ

た人々から恩恵をこうむろうとは恩わぬ。私は両親の名を告げずとも、武

勇によって十分仕に知られている。だが、お望み通り、あえて答えるなら、

私の両親は武勲、勇気が私の家門、この腕が私の父である≫という意味の

答をする。

Carlosの返答は、先祖の勲功の上に安住して特権を負ってきた、旧貴族

に対する痛烈な批判と、己れの実力を頼りに上昇してきたブルジョワ階級

の自信や希望を、表明したものと言えよう。 ≪DonSanched'Aragon≫が

大革命直後の新仕代を鼓舞した理由が、この点にあ25)

だが、 Carlosの、言わば体制にとっての危険思想が、結末において完全

に申和され、破壊的効果を失っていることも、見逃してはなるまい。彼は

結局Aragonの王子であった。それならば、彼が劇の過程で、どれほど血

統の効用を否定しても、 DonManriqueらの信念を傷つけることはできな

いだろう。漁夫の息子として育てられた彼が英雄たり得たのも、隠された
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血のせいであるとするなら、決定論は依然健在と言う他あるまい。

もし血統を否定し、個人の実力だけに基づく社会を希求するなら、非難

の矛先は旧貴族だけでなく、絶対君主にも及ぶはずであり、それはAncien

Regimeの終鳶を意味する。だが、穏健な絶対主義者( absolutiste)であ

ったCorneilleに、そのような過激さを期待することは不可能である。法

服貴族が、旧貴族の力をおさえる形で、国王の保護の下に上昇してきたこ

とを思えば、 ≪Don Sanche d'Aragon≫の持つこの生半可さは、結局Cor-

neilleの属していた階級の自己矛盾の表れと、解釈することができJ:う。

3K 3KサK JK *K 5K 3IC

1651年2月、パリの情勢はMazarinに不利となり、彼はやむなくConde

大公らを釈放して、ドイツに逃亡する　Conde大公一門の勝利は、　Cor-

nettleの身辺にも重大な影響を及ぼす。同年5月ノルマンディ州検事の地位

に、前任者のBaudryが復職する。当然Corneilleは解任される。しかも、

m検事職は、他の官職と兼任できなかったため、二十年以上勤めた監督官

の職を、前年3月、買い値の半分以下で売り払っていfc?B3年にMazarin

がパリに帰還し、フロンドの乱が終る。しかし、 Corneflleがこうむった

損害の補償は、二度と行われなかった。その後のMazarinとの疎級な関係

は、恐らくこの時Corneilleが抱いた怨恨に発していると思われる.

悲劇の傑作期にみられる、君主への若々しい信頼の念と、 Corneilleの

最後の作品4 Sur6na≫で、主人公が王子Pacorusの暗殺に什れる事実を対

照する時、我々はCorneilleの胸中にはぐくまれていった、絶対王政への

幻滅を想像することができよう　Maza血とのエピソードは、恐らくこの

ような幻滅の過程に拍車をかける、 -事件であった。
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Don Sanche d'Aragon de Corneille 

Nobuya MURASE 

Dans le le' chapitre, nous avons d'abord essayé de mettre en lumière 

des liens du poète avec Mazarin. 

On reprochait au Cordinal de ne pas avoir aidé les gens de lettres. 

Mais, Naudé, bibliothécaire du Cardinal, dans son Mascurat, nous ap- 

prend que Comeille avait reçu de Mazarin cent pistoles en 1643. Cor- 

neille en a remercié dans un texte joint à la Dédicace de < la Mort de 

Pompée>. 

Corneille s'est chargé avec Valdor des Triomphes de Louis le 

Juste B, ouvrage de propagande officielle qui a été publié en 1649. Cet 

ouvrage faisait au Cardinal une publicité ostentatoire sous le prétexte 

de cél6brer Louis XII1 : là est prdsentée l'affaire de Casal où Mazarin 

s'était rendu célkbre d'un seul coup. 

Le 18 janvier 1650, Mazarin fait arrêter Condé, Conti, et Longue- 

vue, gouverneur de la Normandie. Pour éviter que M~~ de Longueville 

ne soulève sa province, le Cardinal entre à Rouen et se met à destituer 

les partisans de Longueville dans les postes importants ; il révoque le 

procureur des Etats et le remplace 4 par une personne capable dont 

la fidélité et affection sont connues, le sieur Corneille B. 

Ces faits prouvent la confiance du Cardinal en Comeiile. 

Comme Carlos, héros de 4 Don Sanche d'Aragon 3, Mazarin est 



un homme dont la naissance est mal connue et qui s 'est élevé aux plus 

hautes charges de 1'Etat. En outre, Carlos est aimé de la reine d'Aragon; 

cela nous rappelle que de nombreuses mazarinades ont accusé Mazarin 

et Anne d'Autriche d'être amants. 

La ressemblance de situation nous fait penser que la pièce plaide 

en faveur du Cardinal et de la Reine. Carlos se défend d'oser aimer 

en Donne Isabelle un autre personnage que la reine, en lui demandant 

de ne s'éprendre de personne indigne de son rang (II, 2, 529-536); 

voilà l'idéal de l'amour fondé sur l'estime. Ces vers servent peut-être 

à défendre le Cardinal et la Reine contre la réputation diffamatoire 

de leurs rapports. 

On peut trouver facilement l'image de Condé dans les grands 

seigneurs arrogants : Don Manrique et Don Lope. Ils se sont engagés 

à donner en mariage leur sœur à celui qui ne deviendra pas roi. Ce 

mariage qui n'est pas ratifié par la reine évoque celui du duc de Riche- 

lieu et de M~~ de Pons. C'était Condé qui voulait l'autoriser en 

décembre 1649, sans aucun consentement de la Reine. 

Nous croyons donc que la pièce était apologétique. Pour cela, eue 

s'est attiré la disgrâce de Condé, ennemi de Mazarin. 

On ne doit pas sousestimer l'influence qu'ont sur le dramaturge 

Corneille ses origines. Il appartient à un groupe social : celui des offi- 

ciers qui travaillent dans l'intérêt du roi et dont la promotion sociale 

dépend de celui-ci. Son a t tachent  au pouvoir royal, comme nous 

l'avons indiqué dans le le' chapitre, provient donc de ses origines. 

Dans la dispute avec les Grands, Carlos pose le problème du mérite 

et de la naissance : il faut estimer quelqu'un selon son mérite et non 

pas selon sa naissance (1, 3, 247-253). Ces beaux vers ont eu un grand 

retentissement dans une époque révolutionnaire. <Don Sanche d'Ara- 



gon 3 apparait ainsi comme la piéce la plus subversive de tout le théâtre 

cornélien. Mais, à la fin de la pièce, la question subversive s'évanouit : 

Carlos est né prince. Alors, il n'existe plus d'opposition entre le mérite 

et la naissance. Ce dénouement fait preuve du conformisme du poète. 




